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研究成果の概要： 
日本語学習者の能力を測定するのに、文法問題と語彙問題に関しては文字による視覚情報の
テストだけでは、プレースメントテストとしての妥当性が低かった。そこで、音声による聴覚
情報の語彙テストおよび文法テストの作成、実施を通して、日本語学習者の能力の解明を試み
た。また即答要求型テストとして開発されてきた SPOT(simple performance oriented test)の
研究と合わせ、WEB 上で動く「つくば日本語テスト集」（略称 TTBJ：Tsukuba Test Battery of 
Japanese）を構築した。 
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１． 研究開始当初の背景 
外国人日本語学習者を適切なクラスに配
置するためのプレースメントテストを実施
し分析している中で、漢字圏学習者の得点が
高くなりすぎてミスプレースの原因となっ
ているケースが多数見られた。文字提示され
た語彙や文法問題で高得点であっても、実際
の授業では、ほとんど聞き取れないとか会話
コミュニケーション能力が極端に低いケー
スが目立つことから、テストの見直しを行っ
た。 
授業が日本語で行われる以上、語彙能力も
従来の文字で与えられた語彙テストだけで
なく音声提示されたテストが必要なのでは
ないかと考えたことが新しいタイプの音声
語彙問題を作成するきっかけとなった。同様
に文法能力に関しても音声情報による文法
力を測定するための方法の可能性を探った。 
また、日本語学習者は、母語やこれまでの
学習経験、個人差などの影響から、日本語習
得の様相の違いは大きい。例えば経験のある
教師からは視覚情報に強い学習者を「目型」、
聴覚情報に強い学習者を「耳型」などと命名
して理解しようとすることがあるが、実証的
なデータに基づくものではない。このような
観点から学習者を類型化することができれ
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ば、日本語教育において効率が図れると考え
たことが、本研究の背景となっている。 
 
２．研究の目的 
（１）音声で与えられた情報をどのように聞
き取り、処理しているかを知るために、各種
テストの作成および実施を通して明らかに
する。 
学習者にとって難しい言葉を音声で聞い
たとき、音声から直接理解する、漢字などの
文字を介して理解する、学習者の母語を介し
て理解するなどさまざまな方略をとること
が考えられる。方略の選択に当たっては、語
彙の難易度、親密度や、母語が漢字圏である
か非漢字圏か、学習者の日本語能力のレベル
などの影響を検討する。 
（２）文法に関しては、日本語母語話者が文
を途中まで与えられたときにその先を予測
する能力について、寺村（1987）は「驚くほ
どの正確さで、しかもかなり先まで現れそう
な語を予知するものだ」と述べている。母語
話者の予測が高く収束する性質を利用して
テストを作成し、日本語学習者の音声による
文法力について検討する。 
（３）SPOT（Simple Performance Oriented 
Test）は、研究分担者の小林典子を中心にし
て研究を進めてきた短時間で運用力を測定
するテストである。聴覚、視覚情報を同時に
与えられ、即時的に処理することが求められ
る。SPOＴと他のテストとの関係について分
析し、さらに既存の SPOT の日本語学習レベ
ルの対象を広げ日本語初級前期の学習者か
ら超級の学習者までの能力測定の可能性に
ついて考える。 
（４）上記で作成したテストを、小林、加納
と共同で開発した「つくば日本語テスト集
（TTBJ）」に載せて、総合的な日本語テスト
バッテリーとしての充実を図る。 
 
３．研究の方法 
（１）予測の収束性：中上級者の日本語学習
者を対象に、ニュースや会話をどのように先
を予測しながら聞いているかについての調
査を行った。 
（２）音声による語彙テストの作成、実施、お
よび分析： 音声で与える語彙問題を４種類作
成した。音声で与えられた文中に含まれてい
る語彙を同定する問題、定義を聞いてそれが
指す語彙を音声の選択肢から選ぶ問題、定義
を聞いてそれが指す語彙を文字の選択肢か
ら選ぶ問題、3 つの熟語を聞いてそれに共通
に使われている漢字を選択する問題である。
これらを問題のレベル、学習者の特性、学習
段階、母語などから分析を行った。 
（３）音声による文法テストの作成、実施、お
よび分析：途中まで文を聞かせて続きを予測
するという形式を採用した。母語話者の予測
の収束が高い問題を選び出し、問題項目を作
成し、語彙テスト同様に分析を行った。 
（４）「つくば日本語テスト集（TTBJ）」のプ
ログラム作成：ロゴスウエア（株）に依頼し、
テスト作成、テスト実施、およびテスト結果
の集計プログラムを作成した。 
 
４．研究成果 
（１）母語話者の予測が、広いスパンで行わ
れているのに対し、特に中級までの日本語学
習者は狭い範囲でしか予測に結び付かない
傾向があることがわかった。また、学習者の
プロトコル分析から、語彙の影響が大きいこ
とがわかった。 
（２）聴覚提示による 4タイプの語彙テスト
問題、文法予測問題の結果を、従来の視覚提
示によるテストと比較検討およびプレース
メントテストとしての妥当性の面からの検
討を行ったところ、音声語彙問題、音声文法
問題が入ることにより、プレースメントテス
トとしての妥当性が高まることが明らかに
なった。今後データを増やしたところで因子
分析等の分析も行う予定である。 
（３） SPOT(simple performance oriented 
test)との共同研究として、初級前期向けバ
ージョンの改訂を行い、従来の文法中心のひ
らがなのみのテストから語彙をターゲット
としカタカナを含めたテストを作成し、初級
段階における文字と音声の処理方法につい
て検討したところ、語彙項目による同形式の
テストが有効であることが分かった。予測と
文の長さの関係等は今後さらに条件を加え
ながら研究を継続していく予定である。超級
に関しても、母語話者の予測の速さおよび
「聞こえなくても聞いている」という点から
の違いがある程度明らかになったが、データ
数を増やしてさらに分析を進める予定であ
る。 
（４）「つくば日本語テスト集」（TTBJ）の
完成：ＷＥＢで実施する「つくば日本語テス
ト集」（TTBJ）が一応完成し、実用化のめど
がたった。語彙、文法の知識面を問う問題と、
即時的な日本語処理力を問う問題を含むユ
ニークなテスト集となっており、今後、渡日
前の日本語力診断のような、遠隔地からの日
本語力診断として効力を発揮することが期
待される。しかし、テストを同時に 30 名以
上で実施すると、動きが遅くなる、データが
格納できない等のバグが発生しており、さら
に改定が必要となっている。 
（５）「DIFを用いた日本語テスト改善に向け
ての基盤的研究」（研究代表者三枝令子）の
研究分担者として、つくばプレースメントテ
ストを利用して DIF（Differential Item 
Functioning）の側面から分析を進めた。DIF
は、同等の受験者同士を比べているにも関わ
らず受験者の所属する集団の違いによって
  
特定の項目への正答率に差が出るかを見る
もので、不公平なテスト項目を見出すのに使
われてきた。DIF の原因を追究することによ
り日本語教育の教授法などに多くの知見を
もたらすことが期待できる。「つくばプレー
スメントテスト」では、母語が中国語である
受験者を参照集団（reference group）、中国
語以外の受験者を焦点集団（focal group）
として、DIF の検出を行ったところ、音声文
法問題では中国語に不利な項目が多く、また
音声語彙問題では中国語グループに有利な
項目が多いことが分かった。 
（６）つくば日本語テスト集（TTBJ）および
SPOTについて、アメリカ ATJ での学会発表を
始め、メキシコ、イタリア、韓国の学会にお
いて発表やシンポジウムを行った（酒井、小
林）。また、アメリカのコロラド大学におい
て地域の日本語教師を対象にワークショッ
プ（2009年 3 月）を行った。フランス、中国、
およびウズベキスタンの日本語教育のシン
ポジウムにおいて、E-learning、および作文
処理に関する発表を行った。（西村） 
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